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合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
ろ
州
法

　
　
　
　
ー
ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ン
事
件
か
ら
エ
リ
ー
鐵
道
會
肚
封
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
ま
で
ー

李

良

六五　四三二一

序
　
言

ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ソ
事
件
ま
で

ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則

ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
展
開

エ
リ
ー
鐵
道
會
牡
封
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
内
容

結
　
言

　
合
衆
國
は
蓮
邦
で
あ
り
、
本
來
は
主
権
を
持
つ
て
い
る
諸
州
の
樺
限
の
一
部
が
、
蓮
邦
の
國
家
的
な
諸
機
關
に
委
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
合
衆
國
憲
法
の
國
家
の
諸
組
織
に
關
す
る
諸
條
は
、
こ
の
よ
う
な
蓮
邦
の
権
限
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蓮
邦
と
州
と
の

關
係
は
、
合
衆
國
憲
法
自
髄
が
蓮
邦
主
義
と
州
椹
主
義
の
妥
協
の
所
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
叉
、
基
本
法
と
し
て
の
憲
法
法
典
に
と
も
な
う
や
む

を
え
な
い
制
約
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
憲
法
上
の
規
定
が
概
括
的
で
あ
り
、
後
に
多
種
多
様
の
解
繹
を
ひ
き
起
す
こ
と
に
な
り
、
蓮
邦
と
州

　
　
　
含
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
一
〇
〇
三
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
げ
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
一
〇
〇
四
）

と
の
關
係
は
、
建
國
以
來
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
法
及
び
政
治
の
領
域
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
間
題
の
U
つ
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
來
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
蓮
邦
と
州
と
の
關
係
は
、
歴
史
的
に
蓮
邦
主
義
と
州
椹
主
義
の
抗
雫
の
間
題
と
し
て
も
、
現
在
の
政
治
制
度
の
面
か
ら
も
論
ず
る

こ
と
が
出
來
る
。
叉
、
當
然
、
立
法
や
行
政
の
黙
に
つ
い
て
も
研
究
す
べ
き
面
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
司
法
的
な
面
に
つ
い
て

考
え
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
司
法
的
な
側
面
か
ら
考
え
る
に
し
て
も
、
な
お
、
そ
れ
を
司
法
審
査
甘
臼
包
巴
お
丘
Φ
毒
特
に
蓮
邦
裁
到
所
に
お

け
る
州
法
の
審
査
の
問
題
に
っ
い
七
、
蓮
邦
裁
到
所
と
州
裁
到
所
の
管
轄
椹
や
、
競
合
管
轄
椹
8
濤
弩
お
旨
甘
践
昌
8
就
9
に
つ
い
て
、
叉
、

準
司
法
的
な
州
際
通
商
委
員
會
一
暮
R
馨
暮
Φ
8
目
巨
震
8
8
日
目
謎
匹
o
昌
の
働
き
か
ら
、
さ
ら
に
、
合
衆
國
が
多
く
の
法
域
に
分
れ
、
各
々
濁

自
の
法
を
持
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
、
州
際
私
法
な
い
し
は
法
の
抵
鰯
8
昌
強
9
9
鼠
ゑ
の
な
ど
の
面
か
ら
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
蓮
邦
裁
到
所
に
お
け
る
到
決
の
法
則
と
し
て
の
州
法
、
特
に
州
到
例
法
と
州
制
定
法
の
解
繹
を
件
う
州
到
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

蓮
邦
裁
到
所
に
お
い
て
占
め
る
地
位
と
い
っ
た
も
の
を
、
そ
の
主
要
到
例
で
あ
る
一
八
四
二
年
の
ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ソ
事
件
（
以
下
、
タ
ィ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

事
件
と
引
用
）
、
並
び
に
、
そ
れ
を
く
つ
が
え
し
た
と
い
わ
れ
る
、
一
九
三
八
年
の
エ
リ
i
鐵
道
會
杜
封
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
　
（
以
下
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事

件
と
引
用
）
を
中
心
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　
合
衆
國
憲
法
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洲
法
を
「
充
分
な
信
頼
と
信
用
」
｛
色
一
富
詮
げ
暫
⇒
含
臼
a
詳
を
す
る
條
項
（
第
四
條
）
、
蓮
邦
憲
法
や
蓮
邦

議
會
制
定
法
な
ど
を
「
最
高
法
規
」
警
胃
①
目
騨
昌
と
す
る
條
項
（
第
六
條
）
の
ご
と
く
、
州
法
の
地
位
や
蓮
邦
法
と
州
法
の
關
係
を
示
唆
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
規
定
、
及
び
、
若
干
の
修
正
箇
條
に
見
ら
れ
る
州
法
の
限
界
づ
け
に
關
す
る
規
定
は
あ
る
が
、
合
衆
國
の
裁
到
所
に
お
い
て
適
用
さ
る
べ
き
州
法

に
關
し
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。
司
法
に
關
し
て
規
定
し
た
第
三
條
に
は
「
本
憲
法
、
合
衆
國
の
法
律
及
び
條
約
」
に
も
と
ず
ぎ
穫
生
し
た
事
件

の
解
決
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
州
法
の
蓮
邦
裁
到
所
に
お
け
る
地
位
を
示
し
た
も
の
は
、
一
七
八
九
年
の
裁
到
所
法
旨
臼
o
壁
昌
毘
9

第
三
四
條
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
合
衆
國
の
憲
法
、
條
約
、
若
し
く
は
制
定
法
が
別
段
の
規
定
を
し
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
諸
州
の
法
鄭
毒
の
亀
器
く
霞
巴
箸
暮
窃
は
、
合



衆
國
裁
釧
所
に
お
け
る
コ
モ
ソ
・
・
1
上
の
審
理
に
お
い
て
、
合
衆
國
裁
到
所
の
取
扱
う
事
件
に
つ
い
て
、
到
決
の
法
則
目
巳
①
ω
o
鴎
Ω
8
巨
8

と
老
え
ら
れ
る
。
」

と
規
定
し
て
い
る
、
上
記
の
法
律
は
一
八
七
四
年
、
一
九
一
一
年
及
び
二
六
年
の
法
律
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
か
わ
ら
れ
て
い
る
が
、
字
句
上
の

若
干
の
修
正
の
他
は
、
同
趣
旨
の
條
文
と
し
て
績
い
て
來
て
い
る
。
た
だ
、
一
九
四
八
年
の
法
律
で
は
「
合
衆
國
の
制
定
法
」
¢
冨
ε
言
ω
亀
9
①

O
昌
叶
a
砕
鉾
8
を
「
蓮
邦
議
會
の
法
律
」
毘
o
駐
畠
0
9
讐
霧
ω
に
、
「
コ
モ
ン
・
冒
i
上
の
審
理
に
お
い
て
」
一
け
霞
幽
巴
彗
8
目
巨
9
富
≦

を
「
民
事
の
訴
訟
に
お
い
て
」
甘
o
オ
昌
器
註
o
震
に
か
え
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
文
艦
上
の
問
題
で
あ
る
が
、
後
者
は
實
質
的
な
攣
更
と

　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
え
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
修
正
は
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
を
狭
く
解
し
て
、
エ
ク
イ
テ
イ
を
排
除
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
原
則

が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
私
的
な
孚
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
と
老
え
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
後
に
タ
イ
ソ
ソ
事
件
や
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
は
、
こ
の
法
律
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
「
各
州
の
法
」
と
は

如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
そ
の
「
法
」
宣
ゑ
ω
と
い
う
語
は
州
制
定
法
馨
暮
Φ
の
蜜
言
ざ
昌
冨
名
の
み
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
、
州
到
例
法

箸
碧
①
留
巳
巴
睾
巴
冨
毛
9
8
日
目
9
冨
≦
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
、
そ
の
事
件
の
論
黙
の
一
っ
が
老
え
ら
れ
て
い
る
と
も

い
え
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
「
法
」
宣
ゑ
ω
は
一
般
の
用
例
に
從
え
ば
有
権
的
に
示
さ
れ
た
場
合
を
意
昧
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
時
に
は
廣
く
用
い
た
場
合
の
制
定
法
と
い
う
語
に
近
い
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
當
時
に
、

そ
の
後
生
じ
た
蚕
名
と
壁
毛
の
を
嚴
格
に
匠
別
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
か
と
い
う
黙
を
老
え
て
み
る
と
、
ブ
ラ
ツ
ク
ス
ト
ー
ソ
函
舘
誘
ε
ま
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
て
も
、
ケ
ン
ト
凶
Φ
暮
に
お
い
て
も
、
さ
ほ
ど
嚴
格
に
こ
の
匿
分
を
し
て
い
た
と
は
老
え
ら
れ
な
い
。
從
つ
て
、
こ
の
法
律
に
お
い
て
は
こ
の

爾
者
が
同
じ
こ
と
を
意
昧
し
て
い
る
と
解
し
て
誤
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（（21））
oQ

毛
一
騨
く
．
円
気
ロ
o
夢
一
〇
聖
Φ
け
●
ど
P
O
b
●
国
阜
oo
①
㎝
（
一
躍
鱒
）

国
鼠
Φ
即
9
ζ
o
暫
山
O
o
●
＜
●
円
o
］
B
℃
民
冒
9
00
0
卜
d
．
ω
．
ゆ
♪
oo
鵠
■
。
国
身
P
ド
o
o
o
o

合
衆
國
連
郵
裁
到
所
に
お
け
る
州
法

（
嶺
o
o
o
o
）

二
五
　
　
（
一
〇
〇
五
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
一
〇
〇
六
）

（
3
）
　
合
衆
國
憲
法
の
修
正
第
一
－
第
十
條
は
州
に
封
す
る
規
制
で
も
あ
る
。
特
に
第
十
條
は
「
憲
法
に
よ
つ
て
合
衆
國
に
委
任
さ
れ
ず
、
又
州
に
封
し
て
禁
止
さ

　
れ
て
い
な
い
椹
限
は
、
夫
々
州
或
は
人
民
に
保
有
さ
れ
る
。
」
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
修
正
第
十
三
條
（
奴
隷
禁
止
）
修
正
第
十
四
條
（
正
當
手
綾
及
び
卒
等
保

　
護
）
を
は
じ
め
と
し
て
以
下
の
條
項
に
州
の
椹
限
の
行
使
を
規
制
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

（
4
）
　
9
≦
。
言
o
o
冨
脚
O
o
目
目
Φ
β
冨
曙
o
買
夢
o
d
。
ω
」
ロ
島
o
幽
包
O
a
o
”
や
o
o
O
o

o

（
5
）
　
革
命
時
及
び
そ
の
直
後
は
、
濁
立
し
た
エ
ク
イ
テ
イ
の
管
轄
椹
は
、
諸
州
に
お
い
て
ま
つ
た
く
初
期
の
段
階
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
連
邦
裁
判
所
の

　
エ
ク
イ
テ
イ
管
轄
穫
が
イ
ギ
リ
ス
の
大
法
官
府
裁
判
所
に
な
ら
つ
た
の
は
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
故
に
、
國
家
の
司
法
部
は
、
州
に
お
い
て
爽
展
す
る
こ
と
が
認

　
め
ら
れ
た
エ
ク
イ
テ
イ
裁
判
所
に
先
ん
じ
て
、
連
邦
の
エ
ク
イ
テ
イ
の
先
例
に
從
つ
た
の
で
あ
る
。
閃
o
胤
Φ
＜
・
N
器
岳
ほ
¢
”
①
男
Φ
虻
爵
㎝
（
一
〇〇
〇
〇
憩
と
d
●
鉾
＜
●

　
匡
〇
三
曽
昌
」
≦
げ
o
暮
●
一
〇
〇〇
（
一
〇。
お
）
馴
即
o
宮
器
目
＜
。
9
日
9
0
戸
o。
ミ
ゲ
o
暮
。
曽
b
o
（
一
〇〇
一
〇
。
）
“
ド
譲
Φ
昌
o
ロ
旧
㌔
o
一
”
“
一
〇
屋
冨
薯
＄
β
窪
①
問
o
－

　
α
Φ
轟
一
”
β
α
ω
＄
0
Φ
O
o
q
訴
P
℃
．
け
9
戸
b
o
よ
り
引
用
。

（
6
）
　
ブ
ラ
ツ
ク
ス
ト
ー
ン
は
ア
メ
リ
カ
法
の
形
成
期
に
お
い
て
大
ぎ
な
影
響
を
及
し
た
と
い
わ
れ
、
ケ
ソ
ト
は
ア
メ
リ
カ
法
の
最
初
の
註
繹
書
を
著
し
た
。
彼
等

　
の
著
書
、
≦
。
切
宣
O
閑
の
6
0
β
Φ
旧
0
9
B
冨
①
ー
6
”
匡
O
ロ
O
β
σ
ゲ
Φ
冒
”
零
㌍
O
騰
国
冒
伊
q
β
冒
“
”
脳
●
国
①
昌
“
嚇
O
O
】
B
日
①
ー
σ
帥
巨
Φ
ロ
O
β
》
一
β
O
匡
O
”
冒
い
即
毛
に
お
い
て

　
は
昼
毛
と
一
帥
ミ
切
を
明
白
に
麗
別
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
分
析
法
學
或
は
そ
の
亜
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
鏡
く
さ
れ
て
來
た
よ
う
で
あ

　
る
。
一
”
名
と
置
薯
の
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
ト
ρ
O
帰
薗
網
馴
円
ザ
Φ
Z
帥
酔
ロ
暢
O
”
β
山
ω
0
9
器
O
ψ
o
鴎
“
ゲ
①
ピ
”
ヨ
℃
や
躍
∴
置
参

　
照
。

二

　
蓮
邦
裁
到
所
に
お
け
る
到
決
の
法
則
と
し
て
の
州
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
主
要
な
鋼
例
は
タ
イ
ソ
ソ
事
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て

も
、
こ
の
問
題
に
示
唆
を
與
え
て
い
る
到
例
が
無
か
つ
た
の
で
は
な
い
。
既
に
一
七
九
九
年
に
、
蓮
邦
裁
到
所
は
、
一
七
八
九
年
以
前
の
ペ
ン
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ル
ヴ
ア
ニ
ァ
州
の
到
例
に
從
つ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
叉
、
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ア
州
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
雇
を
割
譲
し
た
こ
と
に
か
ら
ま

つ
て
、
蓮
邦
の
直
轄
匠
に
お
け
る
蓮
邦
法
1
そ
の
地
遮
は
、
か
つ
て
は
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ァ
州
の
一
部
で
あ
つ
た
ー
と
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ア
州
法
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

關
係
を
示
し
て
い
る
、
一
八
一
六
年
の
相
互
保
瞼
協
會
封
ワ
ツ
ッ
事
件
は
、
裁
鋼
所
は
州
法
の
下
に
付
與
さ
れ
た
権
利
を
無
観
し
よ
5
と
し
て
い



る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
結
局
は
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ァ
州
法
に
從
う
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
後
に
タ
イ
ソ
ン
事
件
の
到
決
を
し
た
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
5
）

ト
ー
リ
イ
到
事
幹
o
曼
き
が
反
封
に
廻
つ
て
い
る
の
は
興
昧
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
〇
三
年
の
マ
ソ
デ
ヴ
イ
ル
封
リ
ド
ル
事
件

に
お
い
て
、
マ
ー
シ
ヤ
ル
長
官
冒
臥
旨
巴
一
ρ
』
は
、
も
し
も
自
由
に
法
を
適
用
出
來
る
な
ら
、
或
は
解
決
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヴ
ア

ー
ジ
ニ
ア
の
州
法
が
不
完
全
で
あ
り
、
後
に
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ア
の
立
法
部
や
裁
到
所
が
救
濟
策
を
定
め
る
ま
で
は
、
連
邦
裁
到
所
は
何
も
な
す
こ
と

が
出
來
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
剣
例
は
、
一
般
に
法
の
分
野
を
異
に
す
る
に
從
っ
て
結
果
が
左
右
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
叉
、
或
る

程
度
州
法
が
明
白
で
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
に
從
う
と
い
つ
た
も
の
で
あ
り
、
蓮
邦
裁
到
所
に
お
け
る
州
法
の
地
位
を
一
般
的
に
論
じ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
一
八
一
八
年
に
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
鉗
キ
ヤ
ソ
ベ
ル
事
件
が
あ
る
。
こ
の
剣
例
に
お
い
て
は
、
民
事
の
事
件
に
お
い
て
、
連
邦
裁
到
所
は
州
法
を
許
容

す
る
と
い
つ
た
傾
向
に
あ
り
、
ケ
ソ
ト
は
タ
イ
ソ
ソ
事
件
以
前
に
お
け
る
主
要
な
剣
例
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
著
の
中
に
こ
の
到
例

　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
こ
の
到
例
は
、
テ
ネ
シ
ー
州
に
あ
る
蓮
邦
裁
鋼
所
は
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
裁
到
所
に
慣
脅
塁
護
①
が
あ
る
に

し
て
も
、
不
動
産
同
復
訴
訟
Φ
甘
昌
β
①
暮
に
お
い
て
エ
ク
イ
テ
イ
に
よ
る
防
禦
を
認
め
な
い
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
州
法
に
獣
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

て
許
容
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
同
剣
例
が
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
裁
到
所
の
慣
習
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
で
あ
つ
た
な
ら
或
は
許
容
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
年
後
に
同
趣
旨
の
到
決
が
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
到
例
か
ら
は
州
法
の
効
力
に
つ
い
て
明
白
に
論
く

こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
一
八
二
七
年
の
ジ
ャ
ツ
ク
ソ
ソ
封
チ
ユ
ウ
事
件
は
蓮
邦
裁
到
所
は
不
文
法
に
つ
い
て
は
、
一
七
八
九
年
以
後
の
州
裁
到
所
の
到
例
に
從
う
義
務

の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
タ
ム
ソ
ソ
到
事
円
ゲ
o
目
b
o
Q
o
⇒
q
．
に
よ
る
と
、

「
本
裁
到
所
は
州
到
例
を
適
用
す
る
、
そ
れ
は
州
到
例
は
本
事
件
に
適
用
さ
る
べ
き
法
を
定
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
又
、
こ
の
過
程
に
つ
い
て

付
さ
れ
た
理
由
は
、
土
地
に
關
す
る
椹
限
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
か
ら
生
じ
た
解
繹
の
法
則
と
共
に
、
州
制
定
法
の
場
合
に

　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
一
〇
〇
七
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
一
〇
〇
八
）

も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
統
一
を
保
つ
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
不
可
避
で
あ
り
、
さ
も
な
げ
れ
ば
、
州
及
び
合
衆
國
裁
到
所
の
構
成
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

特
殊
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
誤
り
や
混
飢
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
論
か
れ
て
い
る
。
こ
の
鋼
例
は
、
さ
ら
に
、
州
制
定
法
の
州
裁
到
所
に
お
け
る
解
繹
に
言
及
し
て
い
る
、
後
に
グ
リ
ー
ソ
封
二
i
ル
事
件
に
お

い
て
、
マ
ツ
ク
リ
ー
ソ
到
事
崔
8
b
雷
β
』
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
州
制
定
法
の
解
繹
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
一
八
〇
五
年
に
マ
ー
シ
ヤ
ル
到
事
は
、
明
ら
か
に
反
封
の
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
州
の
最
高
裁
到
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
到
例
を
参
照
せ
ず
に
到
決
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
一
八
二
五
年
の
エ
ル
メ
ソ
ド
ル
フ
封
テ
イ
ラ
ー
事
件
に
お
い
て
は
州
制
定
法
を
解
繹
す
る

州
到
例
を
認
め
て
來
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
が
さ
ら
に
鏡
く
間
題
と
な
っ
て
來
た
の
が
、
グ
リ
ー
ン
封
二
ー
ル
事
件
で
も
あ
つ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
到
例
に
お
い
て
、
裁
到
所
は
テ
ネ
シ
ー
州
裁
到
所
の
到
決
と
調
和
を
と
つ
て
行
く
た
め
に
、
土
地
に
關
す
る
州
制
定
法
の
解
繹

の
從
來
の
到
例
を
放
棄
す
る
こ
と
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ツ
ク
リ
ー
ソ
到
事
の
到
示
は
主
要
と
思
わ
れ
る
黙
に
つ
い
て
は
疑
問

文
の
形
を
と
つ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
内
容
を
正
確
に
は
と
ら
え
難
い
が
、
結
局
、
蓮
邦
裁
到
所
に
お
い
て
、
州
法
に
見
ら
れ
る
法
が
相
抵
鰯
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
州
市
民
に
と
っ
て
も
不
利
釜
で
あ
り
、
蓮
邦
と
州
の
訴
訟
の
調
和
と
い
つ
た
黙
か
ら
も
、
一
つ
の
州
に
一
つ
の
法
則
が

支
配
す
べ
き
で
あ
り
、
蓮
邦
裁
到
所
が
州
到
例
の
選
揮
に
介
入
し
た
こ
と
が
正
當
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賂
）

　
こ
の
問
題
に
關
蓮
し
て
、
一
八
三
四
年
の
ホ
イ
ー
ト
ン
醤
ピ
ー
タ
ー
ス
事
件
は
、
同
じ
マ
ツ
ク
リ
ー
ソ
到
事
に
よ
つ
て
裁
到
所
の
立
場
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
蓮
邦
法
の
優
位
が
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
特
許
椹
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
事
件
の
實
情
か
ら
、
原
告
は

ア
メ
リ
カ
に
縫
受
さ
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
準
擦
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
マ
ツ
ク
リ
ー
ソ
到
事
は
、
蓮
邦
に
お
い
て
は
、
立
法
に
よ
つ

て
縫
受
さ
れ
た
場
合
は
別
に
し
て
、
一
般
に
合
衆
國
に
は
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
そ
う
し
て
、
「
故
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛤
）

が
主
張
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
雫
が
生
じ
た
州
に
お
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
タ
イ
ソ
ン
事
件
ま
で
の
主
要
な
諸
到
例
の
概
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
到
決
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
或
る
州
の
到
例
は
、
そ
の
州
の



中
で
生
じ
た
事
件
を
蓮
邦
裁
到
所
が
虞
理
す
る
場
合
に
は
、
拘
束
力
を
持
っ
た
も
の
で
あ
為
し
、
叉
、
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
鋼
事
の
場
合
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
間
題
に
つ
い
て
も
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
類
似
の
事
件
に
つ
い
て
、
連
邦
裁
到
所
が
、
或
る
州
の
到
例

を
他
州
に
も
用
い
る
と
い
っ
た
こ
と
は
意
味
し
て
い
な
い
。
と
に
か
く
、
こ
の
時
代
に
は
、
未
だ
州
際
間
に
わ
た
る
事
件
も
少
な
く
、
蓮
邦
や
蓮

邦
裁
鋼
所
の
権
限
も
、
後
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
撞
張
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
剣
例
の
動
向
は
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

の
タ
イ
ソ
ソ
事
件
に
お
い
て
、
異
っ
た
、
し
か
も
決
定
的
な
解
決
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
ω
一
日
．
・
一
『
㊦
器
Φ
Φ
く
」
岩
ぎ
9
ω
d
包
一
●
醤
㎝
（
一
お
O
）

（
2
）
　
一
七
九
二
年
に
合
衆
國
は
首
府
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
定
め
、
こ
の
地
域
を
連
邦
の
直
轄
す
る
コ
ロ
ソ
ビ
ア
特
別
厘
と
し
た
。
一
八
O
O
年
政
府
は
こ
こ
に
移
韓

　
し
て
い
る
。
こ
の
地
匠
は
從
來
は
メ
リ
ー
ラ
ソ
ド
州
及
び
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ア
州
に
驕
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
從
來
行
わ
れ
て
い
た
州
法
と
、
新
し
い

　
連
邦
法
の
間
題
が
登
生
し
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
旨
q
ε
普
凄
・
弩
弩
8
ω
0
9
①
身
＜
●
宅
”
菖
P
o
。
一
≦
ぎ
魯
。
慈
O
（
一
〇〇
一
〇
）

（
4
）
　
た
だ
し
、
ス
ト
ー
リ
イ
及
び
彼
と
共
に
反
封
側
に
加
つ
た
リ
ヴ
イ
ン
グ
ス
ト
ン
剣
事
＝
＜
ぎ
磯
曾
o
β
q
●
の
意
見
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
　
≦
①
冒
Ω
①
鼻
o
や

　
o
詫
‘
や
一
旨

（
5
）
　
旨
9
冨
山
Φ
く
罠
①
＜
●
即
皆
色
Φ
｝
㎝
一
〇
増
”
β
O
げ
鵠
O
（
一
〇〇
8
）

（
6
）
即
〇
三
屋
o
β
〈
●
O
”
醤
喜
①
F
o
。
≦
げ
＄
¢
曽
図
（
一
〇〇
一
〇〇
）

（
7
）
　
民
①
昼
怠
o
や
巳
f
や
ω
占
　
ケ
ン
ト
の
註
繹
書
が
出
さ
れ
た
の
は
一
八
二
六
－
三
〇
年
で
あ
り
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
は
一
八
四
二
年
で
あ
る
か
ら
、
初
期
の

　
ケ
ソ
ト
の
著
作
に
タ
イ
ソ
ソ
事
件
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
ケ
ン
ト
の
著
述
は
「
・
ピ
ン
ソ
ソ
封
キ
ヤ
ン
ベ
ル
事
件
に
お
い
て
、
蓮
邦
裁
剣
所

　
に
お
け
る
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
合
衆
國
裁
判
所
は
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
の
存
在
と
適
用
を
許
容
す
る
方
向
へ
向
つ
た
。
」
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー

　
と
い
う
語
を
用
い
、
州
法
と
い
う
語
は
用
い
て
い
な
い
。

（
8
）
　
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
慣
脅
は
o
畠
8
日
で
な
く
て
g
鶏
騎
Φ
で
あ
る
、
慣
脅
法
と
見
る
よ
り
も
特
別
慣
脅
、
な
い
し
は
、
事
實
た
る
慣
習
に
近
い
も

　
の
と
考
え
て
、
法
と
し
て
の
慣
習
と
は
匠
別
し
で
、
理
解
し
た
。

（
9
）
U
巴
気
．
の
ピ
①
器
Φ
Φ
＜
●
鼠
目
①
9
00
≦
げ
Φ
暮
．
畠
㎝
（
一
〇。
凶
o。
）

（
1
0
）
鼠
。
冨
。
冨
く
．
O
冨
ヨ
昌
づ
季
①
貰
嶺
o。
（
一
Q。
蛤
）

　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
一
〇
〇
九
）



（
n
）

（
盈
）

（
招
）

（
雄
）

（
15
）

（
16
）

（
π
）せ

し
め
る
よ
う
な
出
來
事
も
あ
る
が
、

ら
れ
る
よ
う
な
「
連
邦
政
府
の
椹
力
は
各
州
間
の
條
約
に
も
と
ず
く
。
」
と
い
つ
た
考
え
や
、

り
強
い
州
椹
主
義
の
存
し
た
こ
と
を
考
え
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

合
衆
國
連
郭
裁
判
所
に
お
け
る
州
法

【
げ
建
‘
一
①
刈

O
U
Φ
①
β
＜
・
2
①
即
一
δ
一
」
①
の
の
O
Φ
｝
①
頃
①
“
●
団
O
一
（
一
QoQ
Q
鵠
）

匡
g
一
山
①
〆
o
℃
①
憎
、
ψ
い
①
器
Φ
Φ
く
●
U
o
g
旭
器
P
ω
O
吋
帥
ロ
o
げ
一
（
一
〇〇
〇
㎝
）

国
一
皆
①
ロ
山
o
匡
＜
。
目
曽
冠
o
ン
ド
O
≦
げ
Φ
暮
、
一
認
｝
一
㎝
㌣
O
O
（
一
〇〇
誤
）

≦
『
Φ
餌
一
〇
β
＜
●
｝
Φ
6
0
弓
ロ
w
oo
尼
①
¢
㎝
O
O
（
一
Qoo
o
卜
）

一
げ
a
‘
㎝
り
ρ
O
㎝
刈
ー
㎝
Qo

一
八
O
O
年
頃
か
ら
一
八
四
〇
年
頃
ま
で
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
購
入
（
一
八
〇
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
農
は
反
連
邦
主
義
の
共
和
糞
の
時
代
で
あ
る
。

三
〇
　
　
（
一
〇
一
〇
）

や
封
英
職
箏
（
一
八
＝
一
ー
一
五
年
）
の
ご
と
く
、
國
家
主
義
を
高
唱

ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ア
州
や
ケ
ン
タ
ツ
キ
i
州
の
主
張
（
一
八
九
八
年
）
に
見

　
一
八
三
二
年
の
南
キ
ヤ
ロ
ラ
イ
ナ
の
離
脱
自
由
の
宜
言
な
ど
、
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
こ
の
よ
う
な
先
行
す
る
諸
劃
例
が
あ
つ
た
後
に
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
が
登
場
し
て
來
る
。
事
實
そ
の
も
の
は
メ
イ
ン
州
で
振
り
出
さ
れ
、
ニ
ユ
ー
・

ヨ
ー
ク
で
受
領
さ
れ
た
手
形
が
満
期
に
な
っ
て
も
支
沸
わ
れ
な
い
た
め
に
訴
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
に
よ
つ
て
そ
の
手
形
は
詐
欺
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ず
き
振
り
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
約
因
8
霧
達
①
冨
註
9
が
存
し
な
い
と
い
う
辮
護
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
到
例
の
意
義
は
、
こ
の
事

件
の
解
決
に
あ
る
の
で
な
く
、
叉
、
こ
の
釧
例
に
述
べ
ら
れ
た
商
事
到
例
法
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー

ク
州
に
あ
る
蓮
邦
裁
到
所
が
同
州
の
法
に
拘
束
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
黙
、
さ
ら
に
原
則
化
す
れ
ば
、
連
邦
裁
到
所
が
州
法
に
拘
束
さ
れ
る
か
と
い

つ
た
貼
に
あ
る
の
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
ス
ト
ー
リ
イ
到
事
は
、
裁
到
所
法
第
三
四
條
の
「
法
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
常
に
地
方
的
な
性
格
を
持
っ

て
い
る
事
物
に
關
す
る
権
利
や
権
限
ー
例
え
ば
、
不
動
産
物
穫
に
關
す
る
椹
利
や
権
限
、
そ
の
他
本
來
の
性
質
上
、
不
動
で
あ
り
、
領
域
の
外



に
出
る
こ
と
の
な
い
性
質
を
持
っ
た
事
項
－
ー
に
闘
連
し
た
、
」
州
到
例
及
び
州
憲
法
、
州
制
定
法
並
び
に
そ
れ
を
解
繹
し
て
い
る
州
到
例
を
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

含
す
る
の
で
あ
つ
て
、
「
も
つ
と
一
般
的
鵬
①
奉
轟
一
な
性
格
を
持
っ
た
問
題
」
は
包
含
し
な
か
つ
た
。
一
般
的
な
問
題
と
い
う
の
は
、
地
方
的
な

制
定
法
や
到
例
法
や
慣
習
法
以
外
の
も
の
で
あ
り
、
タ
イ
ソ
ン
事
件
で
は
、
州
が
一
般
的
な
商
法
の
問
題
を
規
制
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
蓮
邦
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
商
法
に
關
蓮
し
て
い
る
州
の
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
は
地
方
的
な
も
の
で
な

い
か
ら
「
法
」
の
中
に
入
ら
ず
、
蓮
邦
裁
到
所
の
考
え
る
法
に
よ
つ
て
規
律
さ
れ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
が
タ
イ
ソ
ソ
事
件
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
法
則
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
併
せ
て
、
本
事
件
の
審
理
に
當
っ
て
問
題
と
な
る
事
柄
、
既
存

の
到
例
と
の
關
係
を
考
え
て
み
た
い
。
ス
ト
ー
リ
イ
は
先
ず
、
手
形
が
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
で
受
領
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク

州
の
法
が
適
用
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
か
を
考
え
、
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
，
州
の
到
例
を
吟
昧
し
て
い
る
、
そ
の
結
果
最
近
ま
で
は
同
州
に
適
用
す
べ
き
法

が
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
二
つ
の
到
例
か
ら
こ
の
法
が
疑
わ
し
く
な
り
、
こ
の
場
合
に
蓮
邦
裁
到
所
が
州
法
に
從
う
と
正
し
い
法
が
分
ら

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
蓮
邦
裁
到
所
が
ど
の
よ
う
な
法
に
も
と
ず
く
か
と
い
う
こ
と
と
關
蓮
し
て
、
商
法
の
世
界

は
地
域
的
な
も
の
で
な
く
、
合
衆
國
全
艦
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
全
世
界
に
共
通
な
一
般
商
法
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
っ

　
（
3
）

て
い
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
た
と
え
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
の
到
例
に
從
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
到
例
の
事
實
か
ら
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ソ
ダ
イ
を
決
定
し
、
そ
れ
を
次
の
事
案
に
あ
て
は
め
て
行
く
到
例
法
主
義
に
お
い
て
は
、
し
ば
し

ば
、
こ
の
よ
う
に
暉
力
的
な
法
の
解
繹
、
適
用
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ト
ー
リ
イ
は
ニ
ユ

ー
・
ヨ
ー
ク
州
の
到
例
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
タ
イ
ソ
ソ
事
件
以
前
の
到
例
に
っ
い
て
考
え
る
と
、
も
つ
と
も
近
似
し
た
も
の
と
し
て
は
、
マ
ー
シ
ヤ
ル
到
事
に
よ
る
マ
ソ
デ
ヴ
イ
ル
封
リ
ド

　
　
（
4
）

ル
事
件
が
あ
る
。
そ
の
到
例
に
お
い
て
は
、
州
法
の
下
に
救
濟
策
が
定
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
事
件
の
解
決
は
出
來
な
い
の
だ
が
、
タ
イ
ソ
ン
事

件
は
こ
れ
を
強
め
て
救
濟
よ
り
實
艦
靖
、
の
も
の
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
タ
イ
ソ
ン
事
件
を
解
決
す
る
に
當
り
、
既
存
の
法
が
無
か

　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
一
〇
一
一
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
一
〇
一
二
）

つ
た
の
で
は
な
く
て
不
確
實
で
あ
つ
た
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
黙
で
も
マ
ソ
デ
ヴ
イ
ル
繋
リ
ド
ル
事
件
を
彊
め
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
タ
イ
ソ
ソ
事

件
は
マ
ソ
デ
ヴ
イ
ル
封
リ
ド
ル
事
件
を
論
擦
に
し
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
こ
に
こ
そ
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
主
要
到

例
と
し
て
の
特
質
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
タ
イ
ソ
ソ
事
件
は
後
に
か
な
り
批
剣
を
ひ
き
起
し
て
い
る
。
同
到
決
自
身
、
カ
ー
ト
ソ
到
事
O
胃
ぎ
昌
』
の
補
足
意
見
8
琴
弩
轟
琴
Φ
o
風
－

昆
9
を
そ
の
中
に
含
ん
で
い
る
。
カ
ー
ト
ソ
到
事
は
、
ス
ト
ー
リ
イ
の
述
べ
る
廣
汎
に
わ
た
る
原
理
を
樹
立
す
る
に
反
封
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
の
よ
う
な
先
例
は
豫
期
し
て
い
る
よ
う
な
統
一
性
を
成
し
と
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
か
な
り
烈
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
老
え
て
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
に
は
か
な
リ
ス
ト
ー
リ
イ
自
身
の
個
人
的
な
見
解
が
加
っ
て
い
る
も
の
と
も
推
論
出
來
る
。
司
法
的
な
法
創
造
を

伴
う
到
例
法
主
義
に
お
い
て
、
裁
到
官
の
影
響
は
無
硯
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ス
ト
ー
リ
イ
は
、
マ
ー
シ
ヤ
ル
や
ウ
エ
ブ
ス
タ
i
巧
魯
葺
霞
等
と
共
に
、
初
期
に
お
け
る
、
合
衆
國
の
國
家
性
を
肯
定
す
る
立
場
、
す
な
わ

ち
蓮
邦
主
義
者
で
あ
り
、
國
家
主
義
の
理
論
的
な
基
礎
づ
け
を
與
え
た
代
表
者
で
あ
つ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
に
よ
る
と
、

連
邦
に
お
い
て
、
ば
ら
ば
ら
の
諸
州
の
司
法
部
の
存
在
が
法
の
地
方
的
な
差
異
を
生
ず
る
こ
と
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
こ

の
事
件
を
通
し
て
合
衆
國
の
司
法
に
内
在
す
る
困
難
性
を
指
摘
し
て
、
統
一
的
な
法
が
軍
一
の
國
家
に
と
つ
て
利
釜
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
十
九
世
紀
の
初
期
に
お
い
て
は
、
他
の
分
野
に
お
い
て
蓮
邦
主
義
と
州
椹
主
義
の
孚
が
い
ち
じ
る
し
く
、
叉
、
反
蓮
邦
主
義
の
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

向
が
張
か
つ
た
場
合
に
も
、
合
衆
國
の
司
法
部
は
マ
ー
シ
ヤ
ル
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
司
法
的
國
家
主
義
身
岳
包
巴
β
餌
試
9
巴
一
ω
目
と
で
も
い

う
べ
ぎ
性
格
を
持
つ
て
い
た
の
で
あ
り
、
合
衆
國
の
裁
到
所
は
蓮
邦
の
権
限
の
塘
大
に
っ
と
め
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
ひ
き
つ

ず
く
時
代
に
あ
つ
て
、
マ
ー
シ
ヤ
ル
や
ス
ト
ー
リ
ィ
の
到
例
は
批
到
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
或
は
獣
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
生
じ

　
　
　
　
　
　
（
8
）

て
來
た
の
で
あ
る
。



（
1
）
　
タ
イ
ソ
ン
事
件
の
概
要
は
以
下
に
述
べ
る
ご
と
ぎ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
タ
イ
ソ
ソ
が
領
牧
し
た
手
形
に
裏
書
ぎ
し
、
被
裏
書
入
ス
イ
フ
ト
に
交
付
し
た
。

　
こ
の
手
形
は
メ
イ
ソ
州
に
お
い
て
振
り
出
さ
れ
、
ス
イ
フ
ト
は
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
受
け
取
つ
て
い
る
。
振
り
出
し
後
六
ヶ
月
内
に
支
彿
わ
れ
る
は
ず

　
で
あ
つ
た
が
、
期
間
溝
了
後
支
彿
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
ソ
ン
の
主
張
に
よ
る
と
、
彼
が
取
引
し
た
者
が
詐
欺
師
で
あ
り
、
そ
の
手
形
は
詐
欺
に
も
と
ず

　
い
て
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
執
行
し
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
訴
は
連
邦
巡
廻
裁
到
所
に
提
起
さ
れ
た
が
磐
馳
及
び
法
に
つ
い
て
意
見
が
分
れ
、
最
高
裁
判
所
に
繹
明
を
求
め
た
の
で
あ
つ
た
。
原
則
と
し
て
は
、
善
意

　
の
流
通
謹
券
の
保
有
者
は
、
た
と
え
本
來
の
當
事
者
が
、
そ
の
爲
替
に
も
と
ず
き
現
金
を
う
る
こ
と
が
出
凍
な
く
て
も
、
裏
書
人
か
ら
辮
濟
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

　
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
法
に
從
つ
て
判
決
す
る
な
ら
タ
イ
ソ
ン
は
責
任
を
免
か
れ
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
善
意
の
手
形
の

　
取
得
者
は
そ
れ
を
「
取
引
の
通
常
の
過
程
」
を
通
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
に
ス
イ
フ
ト
は
面
倒
な
手
形
を
領
牧
し
た

　
の
で
「
取
引
の
通
常
の
過
程
」
と
は
考
え
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
本
丈
に
書
い
た
よ
う
に
ニ
ユ
！
・
ヨ
ー
ク
の
法
よ
り
も
一
般
的
な
商
法
に

　
從
つ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
ω
且
陣
く
。
白
暢
。
コ
o
や
o
一
“
‘
P
o。

（
3
）
　
一
げ
崔
‘
一
〇
例
え
ば
、
ス
ト
ー
リ
イ
は
マ
ソ
ス
ブ
イ
ー
ル
ド
卿
ピ
O
弓
伽
冒
曽
昌
¢
ゆ
0
5
の
剣
例
冒
仁
犀
O
＜
●
ピ
気
山
ρ
ゆ
国
ρ
H
プ
Q
o
oo
q
o
｝
Q
o
Q
o
刈
の
中
に
あ
る
キ
ケ

　
・
9
8
8
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
一
般
的
な
法
の
効
力
を
支
え
よ
う
と
し
た
り
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
同
様
の
原
理
が
統
一
的
に
行
わ
れ
て
來
て
い
る
。
」
と

　
い
つ
た
こ
と
が
畢
げ
ら
れ
る
。

（
4
）
　
前
出
二
七
頁
。

（
5
）
ω
且
坤
く
。
円
岩
。
劇
o
℃
●
9
α
●
｝
団
o
。

（
6
）
　
ス
ト
ー
リ
イ
は
寄
託
法
国
普
一
e
①
ー
♂
（
一
八
三
二
年
）
合
衆
國
憲
法
O
o
β
暮
詳
ロ
試
o
昌
9
♂
げ
Φ
O
・
幹
（
一
八
三
三
年
）
州
（
國
）
際
私
法
O
o
β
爵
9

　
亀
冒
”
巧
の
（
一
八
三
四
年
）
エ
ク
イ
テ
イ
法
理
国
ぬ
巳
身
も
霞
一
署
旨
8
β
O
①
（
一
八
三
六
年
）
エ
ク
イ
テ
イ
訴
答
国
ρ
巳
身
国
①
豊
ぎ
㎎
（
一
八
三
八
年
）
代

　
理
法
卜
㎎
Φ
β
曙
（
一
八
三
九
年
）
組
合
法
兇
鷲
言
①
量
匡
℃
（
一
八
四
一
年
）
爲
替
手
形
法
閃
皆
亀
国
蓉
鼠
冒
㎎
Φ
（
一
八
四
三
年
）
約
束
手
形
法
兇
8
e
砂

　
8
薫
2
9
①
（
一
八
四
五
年
）
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
註
経
書
を
著
し
、
こ
れ
を
通
し
て
彼
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
又
、
刑
法
の
領
域
で
は
、
コ
モ

　
ソ
・
ロ
ー
上
の
犯
罪
は
合
衆
國
に
封
す
る
犯
罪
に
な
ら
な
い
と
い
う
從
來
の
剣
例
（
¢
・
ω
・
〈
・
O
o
o
一
a
駁
P
一
譲
サ
①
暮
・
亀
㎝
（
冨
一
③
と
¢
・
ω
・
～
匡
仁
房
o
戸

　
司
O
β
β
o
げ
器
（
一
〇
〇
建
）
）
が
あ
つ
た
の
に
劃
し
て
蓮
邦
刑
法
典
竜
作
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
連
邦
法
の
領
域
を
櫨
大
し
よ
う
と

　
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
二
五
年
の
犯
罪
法
O
ユ
目
霧
》
9
は
そ
の
意
圖
の
一
部
を
實
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
そ
の
著
作
や
業
績
に
お
い
て
も
連
郭
樺

　
力
の
擾
大
と
、
商
法
の
普
遍
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
≦
o
冒
位
①
算
o
層
9
f
℃
や
旨
甲
b
o
刈
参
照
。

合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法

三
三
　
　
（
一
〇
一
三
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
（
一
〇
一
四
）

（
7
）
　
》
．
匡
●
国
①
〕
灯
庫
●
ミ
。
》
国
胃
ユ
8
昌
…
目
げ
Φ
｝
日
①
匡
3
－
O
o
β
警
詫
q
窪
o
P
O
宣
に
㍉
o
ゲ
β
旨
畦
の
げ
包
一
暫
β
山
臼
9
臼
包
巴
2
曽
試
o
β
毘
駐
目
一
℃
や

　
b
っ
刈
㌣
O
O
“
O
●
団
●
ω
胡
甘
げ
Φ
コ
訪
日
o
巳
o
”
昌
O
o
屋
註
け
q
江
o
β
箪
U
o
＜
Φ
一
〇
℃
甘
Φ
ロ
“
O
F
①
　
O
H
o
零
け
げ
o
協
国
Φ
α
o
困
㊤
一
臼
‘
島
9
包
勺
o
毒
①
5
℃
や
O
oo
山
旨
・

（
8
）
　
例
え
ば
ド
レ
ツ
ド
・
ス
コ
ツ
ト
事
件
U
お
山
ω
8
暮
O
班
①
（
一
〇
〇
密
）
が
現
れ
て
來
た
り
し
た
こ
と
は
、
そ
の
政
治
的
な
面
を
除
い
た
と
し
て
も
、
連
邦
穫

　
力
を
伸
長
す
る
の
に
困
難
で
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
マ
；
シ
ヤ
ル
長
官
の
有
名
な
マ
1
ブ
リ
封
マ
ジ
ソ
ン
事
件
目
胃
ご
g
藁
＜
●
竃
畳
学

　
8
β
（
一
〇
〇
8
）
な
ど
も
、
十
九
世
紀
の
後
牛
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
無
か
つ
た
の
で
あ
る
。

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
タ
イ
ソ
ソ
事
件
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
商
法
が
州
の
地
方
的
な
法
に
優
る
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
後
に
、
そ
れ
は
不
法
行
爲
や
、
州
（
國
）

　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
（
3
）

際
私
法
や
、
損
害
賠
償
と
い
つ
た
も
の
な
ど
に
ま
で
撞
大
さ
れ
、
蓮
邦
裁
到
所
は
州
到
例
法
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
つ
た
タ
イ
ソ
ン
事
件
の
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

と
い
う
べ
き
も
の
を
樹
立
し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
ソ
ン
事
件
を
引
用
し
た
り
、
そ
の
法
則
を
適
用
し
て
い
る
事
件
は
か
な
り
多
く
に
及
ぶ

が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
主
要
な
も
の
に
從
つ
て
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
展
開
を
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
一
八
四
五
年
の
レ
イ
ソ
封
ヴ
イ
ッ
ク
事
件
に
お
い
て
、
　
マ
ツ
ク
リ
ー
ン
到
事
は
明
ら
か
に
、
　
ス
ト
ー
リ
イ
の
明
ら
か
に
し
た
原
理
に
從
つ
て

「
本
裁
到
所
は
遺
言
書
や
文
書
に
つ
い
て
は
、
州
制
定
法
の
解
繹
に
お
け
る
場
合
と
同
じ
く
、
州
裁
到
所
に
從
う
も
の
で
な
い
、
と
す
る
こ
と
が
當

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
こ
の
到
例
は
ジ
ヤ
ツ
ク
ソ
ン
封
チ
ユ
ウ
事
件
と
は
異
つ
て
い
る
の
で
あ
り
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
線
に
從
っ
て

出
來
る
だ
け
蓮
邦
裁
到
所
の
濁
立
性
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
蓮
邦
裁
到
所
の
槽
限
を
塘
大
さ
せ
る
傾
向
を

持
つ
た
到
例
は
な
か
つ
た
が
、
一
八
六
二
年
に
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
に
關
し
て
蓮
邦
裁
到
所
の
獅
立
性
を
ほ
と
ん
ど
完
全
な
も
の
と
し
た
と
い
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

シ
カ
ゴ
市
封
ロ
ビ
ン
ス
事
件
を
経
て
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
の
獲
展
の
上
に
特
記
さ
れ
て
い
る
一
八
六
四
年
の
ゲ
ル
ペ
ッ
ク
封
デ
ユ
ブ
ク
市
事

（
8
）
件
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
は
地
方
債
の
襲
行
に
か
ら
ま
る
事
件
で
あ
る
。
ア
イ
オ
ワ
州
最
高
裁
到
所
は
市
が
市
債
を
穫
行
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
の
に
、
後



に
な
つ
て
そ
の
到
決
を
く
っ
が
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
市
債
を
無
効
と
す
る
到
例
は
連
邦
裁
剣
所
で
は
準
嫁
と
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

多
籔
意
見
は
ソ
ウ
エ
ソ
鋼
事
留
名
緊
富
』
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
我
々
は
州
の
法
及
び
憲
法
に
解
繹
を
與
え
て
い
る
當
裁
剣
所
並
び
に
最
高
の
地
方
的
裁
到
所
の
到
例
に
注
意
し
な
い
の
で
は
な
い
。
州
裁
到
所

の
到
例
に
從
う
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
當
裁
到
所
で
確
定
し
た
法
則
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
け
れ
ど
も
、
裁
到
所
の
歴
史
を
か
え

り
み
る
と
、
明
ら
か
に
多
く
の
例
外
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
我
々
は
眞
實
、
正
義
及
び
法
を
犠
牲
に
供
す
る
こ
と
は
し
な
い
、
ど
い
う
の
は
、
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

裁
到
所
は
祭
壇
を
設
け
、
い
け
に
え
を
決
定
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
多
藪
意
見
は
、
グ
レ
イ
の
評
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
形
式
に
お
い
て
も
、
實
質
に
お
い
て
も
自
信
が
無
さ
そ
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
到
例
の
少
藪
派
の
意
見
は
ミ
ラ
ー
到
事
冨
白
R
』
に
よ
つ
て
示
さ
れ
て
い
君
。
そ
れ
は
到
例
法
創
造
の
理
論

を
示
唆
し
て
い
る
が
、
本
稿
の
主
題
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
論
旨
は
多
歎
意
見
を
完
全
に
否
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
一
八
八
三
年
の
パ
ー
ジ
エ
ス
封
セ
リ
グ
マ
ン
事
件
を
見
る
と
、
蓮
邦
裁
到
所
は
州
の
裁
到
所
に
お
け
る
制
定
法
の
解
繹
に
從
う
こ
と
を
拒
否
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ツ
ド
レ
イ
到
事
記
轟
臼
亀
』
の
意
見
に
よ
る
と
、

「
蓮
邦
の
裁
到
所
は
、
州
法
を
行
う
に
當
り
、
州
裁
到
所
に
從
属
す
る
の
で
な
く
て
、
州
裁
到
所
と
同
格
の
凋
立
し
た
管
轄
穫
を
持
つ
の
で
あ
り
、

法
の
意
味
や
効
果
に
つ
い
て
、
獅
自
の
到
断
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
」

　
そ
う
し
て
、
通
常
の
場
合
に
は
、
州
裁
到
所
が
州
法
を
解
繹
し
、
州
の
到
例
の
諸
法
則
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
が
、

「
こ
の
よ
う
な
確
立
し
た
法
則
は
、
州
裁
到
所
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
蓮
邦
裁
到
所
に
お
い
て
も
法
が
何
で
あ
る
か
を
有
椹
的
に
宣
明
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
法
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
商
法
や
一
般
法
理
を
参
照
し
て
到
決
を
な
す
の
は
蓮
邦
裁
到
所
で

（
1
2
）

あ
る
。
」

と
い
う
の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
タ
イ
ソ
ソ
事
件
と
一
致
し
た
論
擦
を
取
つ
て
い
る
。

　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
一
〇
一
五
）



　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
（
一
〇
一
六
）

　
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
を
探
用
し
た
り
、
擾
大
し
て
行
く
に
當
つ
て
、
多
く
の
到
例
は
グ
レ
イ
の
い
う
「
我
々
が
そ
う
望
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

こ
の
よ
う
に
命
ず
る
」
　
ω
8
ぎ
す
巴
o
甘
び
①
o
と
い
つ
た
態
度
、
い
わ
ば
鋼
決
の
効
果
を
政
策
的
に
考
え
て
到
決
す
る
と
い
つ
た
以
上
を
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

い
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
ボ
ル
テ
イ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鐵
道
會
批
鉗
．
ハ
ウ
事
件
で
は
、
充
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
一
つ
の
理
論
づ

け
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ハ
イ
オ
州
裁
到
所
に
お
け
る
法
に
反
し
て
、
一
般
法
1
こ
の
場
合
は
不
法
行
爲
に
關
す
る
ー
に
も

と
ず
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
裁
到
所
は
、
從
來
タ
イ
ソ
ソ
事
件
を
扱
っ
て
來
た
諸
到
例
を
参
照
し
た
後
に
、
タ
イ
ソ
ン
事
件
の
法
則
の

正
し
さ
を
二
つ
の
貼
か
ら
論
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
の
黙
は
タ
イ
ソ
ソ
事
件
が
あ
つ
た
の
に
、
連
邦
議
會
は
一
七
八
九
年
の
裁
到
所
法
第

三
四
條
を
改
正
し
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
も
し
タ
イ
ソ
ン
事
件
が
明
ら
か
に
第
三
四
條
の
範
園
を
超
え
て
い
れ
ば
、

立
法
の
本
來
の
意
圖
を
實
現
さ
せ
る
た
め
に
制
定
法
の
手
段
に
よ
つ
て
一
暦
明
白
な
法
文
を
作
成
し
た
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な
い
の
は
、

タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
は
法
に
か
な
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
少
く
と
も
獣
認
し
た
の
で
あ
る
と
解
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
黙
は
疑
間
文

の
形
で
出
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、

「
列
車
が
ボ
ル
テ
イ
モ
ア
か
ら
シ
カ
ゴ
ヘ
向
け
て
走
つ
て
い
て
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
領
域
内
で
、
會
肚
が
列
車
を
境
界
か
ら
す
こ
し
は
な
れ
た
と
こ

ろ
に
置
か
れ
た
時
に
、
列
車
の
運
輻
手
と
會
杜
と
の
間
の
關
係
を
規
制
す
る
法
が
、
列
車
全
艦
の
蓮
韓
手
達
と
會
肚
と
の
關
係
を
支
え
て
い
る
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
は
異
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
さ
さ
か
意
地
悪
い
推
定
で
あ
る
が
、
州
際
交
通
が
襲
達
し
た
現
在
、
事
實
、
列
車
が
二
州
に
ま
た
が
つ
て
急
停
車

す
る
こ
と
は
豫
想
出
來
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
時
に
一
人
の
蓮
韓
手
が
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
州
に
、
も
う
一
人
が
オ
ハ
イ
オ
州
に
在
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
る
、
こ
の
場
合
に
獲
生
し
た
不
法
行
爲
に
つ
い
て
ど
の
州
法
を
選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
は
、
た
し
か
に
厄
介
な
こ
と
で
あ
り
そ
の
到
断

を
蓮
邦
裁
到
所
に
任
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
到
例
は
タ
イ
ソ
ン
事
件
を
櫃
大
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
直
接
に
そ
れ
に
答
え
る
よ
り
は
、
蓮
邦
議
會
の
態
度
や
、
疑
間
文
を
も
つ
て
答
え



て
い
る
と
い
う
黙
で
は
な
お
不
明
確
で
あ
る
、
さ
ら
に
同
到
例
に
は
フ
イ
ー
ル
ド
剣
事
霊
①
匡
』
の
少
歎
意
晃
が
あ
る
α
フ
イ
ー
ル
ド
は
タ
イ

ソ
ソ
事
件
に
よ
つ
て
課
せ
ら
れ
た
負
捲
を
こ
れ
以
上
持
ち
つ
ず
け
る
こ
と
は
望
ま
な
か
つ
た
し
、
フ
イ
ー
ル
ド
に
よ
つ
て
は
タ
イ
ソ
ン
事
件
の
法

則
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
は
じ
め
か
ら
辮
護
の
飴
地
の
無
い
も
の
で
あ
つ
た
、
彼
に
よ
る
と
、

「
こ
の
國
の
一
般
法
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
ー
そ
れ
は
或
る
時
代
に
裁
到
官
が
原
理
を
特
定
の
問
題
に
あ
て
は
め
て
行
く
時
に
、
一
般
法
で
あ

る
と
定
め
る
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
！
そ
れ
は
本
裁
到
所
に
お
い
て
、
法
と
法
が
相
抵
鰯
す
る
の
を
統
制
す
る
た
め
に
、
裁
到
所
の
意
見
に

お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
勲
に
注
意
し
た
い
。
そ
う
し
て
、
私
は
、
學
識
の
あ
る
裁
到
官
が
、
こ
の
原
理
を
く
り
か
え
す
習
慣
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

り
、
そ
の
見
解
を
通
し
て
、
相
抵
鰯
し
て
い
る
州
法
の
問
題
を
簡
軍
に
片
付
け
て
し
ま
え
る
よ
う
な
便
利
な
方
法
を
選
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
」

と
い
う
の
で
あ
り
、
到
例
の
著
名
さ
、
到
事
の
名
聲
で
到
例
の
債
値
を
老
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
二
十
世
紀
に
入
つ
て
一
九
一
〇
年
の
ク
ー
ン
封
フ
エ
ア
モ
ン
ト
石
炭
會
肚
事
件
は
、
ゲ
ル
ペ
ツ
ク
封
デ
ユ
ブ
ク
市
事
件
及
び
バ
ー
ジ
エ
ス
劃
セ

　
　
　
　
（
灼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

リ
グ
マ
ソ
事
件
と
極
め
て
類
似
し
た
原
理
を
適
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
二
八
年
の
黒
白
タ
ク
シ
ー
會
肚
翼
茶
黄
タ
ク
シ
ー
會
肚
事
件
（
以
下
、

タ
ク
シ
ー
會
杜
事
件
と
引
用
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
件
で
間
題
と
な
つ
て
來
る
事
實
か
ら
は
、
明
ら
か
に
州
法
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
が
不
利
で
あ

る
た
め
に
、
そ
れ
を
避
け
る
目
的
で
意
圖
的
に
州
市
民
籍
の
相
異
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蓮
邦
裁
到
所
は

州
の
到
例
に
從
わ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
到
例
に
は
、
ホ
ー
ム
ズ
到
事
国
〇
一
目
窃
』
を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の

　
　
　
　
　
（
21
）

到
事
の
反
勤
意
見
が
あ
る
の
で
あ
り
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
も
次
第
に
そ
の
地
位
を
お
び
や
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
來
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー

禽
肚
事
件
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ズ
の
意
見
を
通
し
て
、
そ
の
反
封
論
の
根
橡
を
う
か
が
つ
て
見
よ
う
、
ホ
ー
ム
ズ
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
私
の
意
見
で
は
有
力
な
（
タ
ィ
ソ
ン
事
件
の
）
原
理
は
、
今
ま
で
分
析
さ
れ
て
い
な
い
微
妙
な
誤
り
を
お
か
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
來
て
い
る
。

も
し
私
の
主
張
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
誤
り
は
合
衆
國
裁
到
所
の
樺
限
を
憲
法
に
反
し
て
押
し
進
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
…
…
故
に
私
が
誤

り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
の
が
當
を
え
た
こ
と
で
あ
る
と
思
う
、
そ
れ
は
1
本
裁
到
所
及
び
下
級
の
裁
到
所
に
お
い
て
、
く
り

　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
到
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
一
〇
一
七
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
一
〇
一
八
）

か
え
し
て
取
ら
れ
て
來
た
立
場
は
、
當
事
者
は
一
般
法
に
つ
い
て
は
濁
立
し
た
鋼
決
を
う
る
椹
利
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
る

と
合
衆
國
の
法
に
も
、
州
の
制
定
法
に
も
服
さ
な
い
事
柄
を
意
味
し
て
い
る
。
ー
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
以
外
で
は
、
大
部
分
が
コ
モ
ン
・
冒
ー
と
い

わ
れ
る
も
の
に
服
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
」

「
コ
モ
ン
・
・
ー
の
各
部
門
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
著
作
は
そ
れ
を
軍
位
β
艮
一
と
考
え
、
そ
れ
を
本
裁
鋼
所
…
…
イ
ギ
リ
ス
及
び
イ
ギ
リ
ス
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

民
地
の
到
例
か
ら
差
別
な
く
引
用
し
、
一
つ
の
著
作
の
著
者
の
観
念
に
從
つ
て
正
邪
を
批
到
し
て
い
る
。
…
…
も
し
、
個
々
の
州
（
國
家
）
の
法
以

外
に
先
験
的
に
法
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ぱ
…
…
合
衆
國
の
裁
劃
所
は
濁
立
し
て
到
決
す
る
椹
利
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ

う
な
法
の
艦
系
は
存
在
し
な
い
。
…
…
法
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
昧
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
、
だ
が
、
今
日
の
裁
到
所
に
お
い
て
用
い
る
意
味
で

の
法
は
、
そ
れ
を
拘
束
す
る
明
白
な
淵
源
な
し
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
州
（
國
家
）
に
お
い
て
彊
制
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
は
：
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

一
般
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
な
く
て
、
そ
の
州
（
國
家
）
の
椹
威
に
も
と
ず
い
て
行
使
さ
れ
る
、
そ
の
州
（
國
家
）
の
法
な
の
で
あ
る
。
…
…
」
（
カ

ツ
コ
内
引
用
者
）

と
い
う
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
長
文
に
わ
た
っ
て
引
用
し
た
が
、
こ
の
ホ
ー
ム
ズ
の
意
見
に
お
い
て
は
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
い
わ
ゆ
る
一
般
法
が
、

實
定
法
の
領
域
を
超
え
て
、
結
局
は
法
の
無
い
欺
態
へ
導
い
て
し
ま
う
こ
と
を
豫
想
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
叉
、
州
の
到
例
に
っ
い
て
は
、

「
も
し
憲
法
の
範
園
内
で
、
州
が
一
般
法
上
の
孚
わ
れ
て
い
る
問
題
の
一
つ
を
制
定
法
で
宣
明
す
る
と
、
凡
ゆ
る
裁
釧
所
は
そ
れ
に
從
う
義
務
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

あ
る
…
…
そ
れ
が
口
頭
で
言
わ
れ
た
か
ら
効
力
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
は
根
擦
が
な
い
と
思
う
。
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
タ
イ
ソ
ソ
事
件
へ
の
手
き
び
し
い
反
撃
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
ホ
ー
ム
ズ
の
意
見
は
少
籔
で
あ
り
、
到

例
そ
の
も
の
と
し
て
は
タ
イ
ソ
ン
事
件
の
法
則
を
支
え
、
そ
れ
を
撞
大
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
）

　
こ
の
タ
ク
シ
ー
會
肚
事
件
後
の
約
十
年
間
は
、
な
お
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
浸
透
が
見
ら
れ
る
。
一
九
三
三
年
の
ホ
ウ
ク
ス
封
ハ
ミ
ル
事
件
は
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

の
濁
立
し
た
見
解
に
從
う
こ
と
を
拒
絶
し
、
一
九
三
四
年
の
バ
ー
ン
ズ
抵
當
會
批
封
フ
リ
ー
ド
事
件
で
は
、
最
高
裁
到
所
は
、
巡
廻
控
訴
裁
鋼
所



の
、
軍
に
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
や
商
人
法
を
宣
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
州
制
定
法
を
解
縄
し
て
い
る
州
剣
例
は
蓮
邦
裁
鋼
所
を
拘
東
す
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27
）

い
、
と
い
う
見
解
を
認
め
て
い
る
。
同
年
の
ヒ
ユ
ウ
レ
ツ
ト
封
シ
エ
イ
デ
ー
ル
事
件
は
、
巡
廻
控
訴
裁
到
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
パ
ー
カ
ー
到
事

b
貰
犀
雪
』
に
よ
つ
て
、
明
白
に
タ
イ
ソ
ソ
事
件
を
支
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
地
方
的
な
裁
到
所
の
法
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
法
の
護
擦
と
し
て
大
い
に
奪
重
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
も
し
そ
れ
が
コ
モ
ソ
．
ロ
ー
の
法
則
か

ら
離
れ
て
い
る
な
ら
ば
州
の
到
例
よ
り
も
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
に
從
う
の
が
連
邦
裁
到
所
の
職
務
な
の
で
あ
る
。
…
・
：
合
衆
國
は
も
は
や
軍
な
る
國
家

蓮
合
8
畦
8
①
影
註
9
で
な
く
て
大
き
な
國
家
昌
”
註
9
な
の
で
あ
る
。
…
…
ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ソ
の
法
則
を
支
え
る
こ
と
は
統
一
的
な
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
タ
イ
ソ
ン
事
件
の
襲
展
の
末
期
に
は
、
委
協
的
と
も
い
え
る
、
い
さ
さ
か
特
色
の
あ
る
見
解
が
、
カ
ー
ド
ー
ゾ
到
事
O
胃
3
N
o
』
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

一
九
三
四
年
の
相
互
生
命
保
険
會
杜
封
ジ
ヨ
ン
ソ
ソ
事
件
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
到
決
に
よ
る
と
、
蓮
邦
裁
到
所
は
、
州
の
剣
決
に
一
致

し
な
い
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
間
題
が
「
迷
っ
て
秤
に
か
け
ら
れ
た
」
場
合
に
は
、
州
の
到
例
と
一
致
す
る
結
果
に
な
る
よ
う
に
す

　
　
　
む
　
　
ヤ

る
の
が
禮
儀
8
目
一
ξ
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
實
際
間
題
と
し
て
州
の
到
例
を
用
い
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
の
獲
展
を
概
観
し
て
來
る
と
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
州
際
間
の
企
業
や
交
通
の
檜
大
や
、
南
北
戦
雫
以
後
の

連
邦
権
力
の
伸
長
と
い
つ
た
傾
向
に
よ
く
慮
じ
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
實
定
法
と
し
て
は
不
明

確
な
一
般
法
を
適
用
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
結
果
的
に
は
法
の
無
い
歌
態
に
蹄
つ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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ε
ω
げ
o
吋
Φ
塵
鼠
一
〇
岳
騎
帥
昌
ω
o
ρ
“
げ
①
吋
冨
閃
●
界
O
o
・
く
●
℃
吋
①
ー
寓
0
9
一
ミ
d
●
ω
●
一
〇
一
（
一
〇〇〇
〇
〇
）

合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法

0
9
〈
。
缶
ロ
吋
警
｝
O
o
o
q
●
oo
●
団
〇
一
（
一
〇〇
刈
O
）

O
“
国
①
P
O
一
cゆ
（
O
O
卜
O
“
げ
一
Qo
O
O
）

以
上
三
つ
の
註
の
引
用
は
言
O
a
g
O
や
O
詫
‘

　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
一
〇
一
九
）



　
b
や

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法

お
け
る
法
創
造
、

に
關
す
る
序
論
的
碑
究
」
（
法
學
研
究
第
二
七
巻
第
七
號
）

　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ　　　　　　　　　　　　

20　19　18　17　16　15　14　13’12　11
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）件
は
後
の
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
に
引
用
さ
れ
そ
の
鹸
瓢
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
會
肚
と
、

騨
に
お
け
る
駐
車
椹
の
濁
占
を
認
め
ら
れ
た
、

る
と
い
う
の
で
州
裁
剣
所
で
箏
つ
た
結
果
、

四
〇
　
　
（
一
〇
二
〇
）

oo
一
㌣
は

■
9
0
ロ
o
く
。
＜
ざ
F
o
o
餌
o
ミ
．
僻
窪
（
H
躍
㎝
）

【
げ
錠
こ
餌
刈
O

前
出
二
七
－
二
八
頁
。

O
露
o
曽
鴫
o
O
詫
気
く
●
図
o
げ
ご
ぎ
解
憎
ω
置
o
犀
亀
Qo
（
一
留
団
）

O
o
ξ
o
。
ざ
く
●
9
蔓
。
騰
U
暑
ε
話
弘
ミ
毘
藁
謡
（
一
〇
。
①
。。
）

嵜
達
‘
b
o
O
ゆ
1
刈

O
影
ざ
o
や
9
f
づ
や
腺
下
図
鵠
　
グ
レ
イ
の
著
書
で
は
二
五
一
－
五
九
頁
に
タ
イ
ソ
ソ
事
件
と
そ
の
褒
展
を
論
じ
て
い
る
が
、
彼
は
主
と
し
て
司
法
に

　
　
　
　
　
先
例
拘
東
の
原
理
と
い
つ
た
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。
グ
レ
イ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
と
し
た
冒
良
a
包
寅
零
旨
娑
日
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
頁
に
簡
軍
に
ふ
れ
た
。

切
嘗
目
o
q
o
器
＜
●
ω
巴
一
σ
q
巨
”
ン
一
〇
刈
q
・
ψ
8
（
一
〇〇
〇〇
〇
〇
）

一
ず
置
‘
ω
o
o
t
o
o
ら

O
轟
鷺
o
や
o
詫
3
も
●
図
認

一
W
毘
試
旨
o
同
①
節
O
匡
o
即
。
菊
●
O
o
●
〈
．
田
薗
q
磯
F
鼠
㊤
q
．
ω
●
霧
Qo
（
μ
oo
O
ω
）

一
げ
皆
‘
o
o
4
0

0

一
び
宣
‘
ト
O
一

国
g
げ
冒
く
●
国
包
弓
冒
o
ー
♂
O
o
包
O
o
こ
毘
㎝
q
●
oo
●
o
o
お
（
一
臼
O
）

前
出
三
四
－
三
五
頁
。

前
出
三
五
頁
。

ω
冨
O
ぽ
昏
≦
げ
ま
①
臼
鮪
改
O
”
げ
節
目
弓
曽
ロ
汽
Φ
H
O
O
●
〈
・
閃
弓
O
毒
謬
庫
鴫
巴
ざ
名
円
帥
江
O
曽
げ
節
円
巴
”
匿
臨
Φ
吋
O
O
‘
鵠
刈
⑦
d
・
ω
．
日
OO
（
一
〇
〇〇
〇
〇
）
　
こ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
つ
て
、
事
件
の
内
容
を
立
入
つ
て
な
が
め
て
見
る
と
、
ケ
ソ
タ
ッ
キ
イ
州
の
茶
黄

　
　
　
　
　
　
同
州
の
ル
イ
ス
ヴ
イ
ル
・
ナ
ア
ツ
シ
ユ
ヴ
イ
ル
鐵
道
が
約
束
し
て
、
茶
黄
タ
ク
シ
ー
會
肚
は
ケ
ソ
タ
ッ
キ
！
州
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
白
タ
ク
シ
ー
會
肚
は
、
こ
れ
は
濁
占
を
禁
止
す
る
州
の
公
共
の
政
策
唱
9
乞
ざ
づ
o
ご
身
に
反
す
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
白
タ
ク
シ
ー
會
肚
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
茶
黄
タ
ク
シ
ー
は
、
お
そ
ら
く
州
法
の
適
用
を



　
し
　
ち
　
む
　
う
　
じ
　
ち
　
じ

　
免
か
れ
る
た
め
に
、
テ
ネ
シ
i
州
で
會
杜
を
細
織
し
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
法
人
と
し
て
、
ケ
ソ
タ
ッ
キ
i
州
の
法
人
で
あ
る
前
記
鐵
道
會
肚
と
同
じ
濁
占
を
含
む
契

　
約
を
結
ん
だ
。
そ
こ
で
雫
が
再
び
黒
白
タ
ク
シ
ー
と
の
間
に
生
じ
、
連
邦
裁
判
所
に
解
決
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

（
飢
）
　
ク
ー
ン
封
フ
エ
ア
モ
ン
ト
石
炭
會
肚
事
件
に
お
い
て
は
、
ホ
！
ム
ズ
、
ホ
ワ
イ
ト
≦
匡
審
及
び
マ
ツ
キ
ー
ナ
竃
o
国
O
買
β
麟
の
、
タ
ク
シ
ー
會
杜
事
件
で

　
は
ホ
ー
ム
ズ
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
国
轟
β
臼
雷
及
び
ス
ト
ー
ン
OQ
ε
β
Φ
の
反
封
意
見
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
中
の
ブ
ラ
ソ
ダ
イ
ス
判
事
が
後
の
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
で

　
多
数
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
。

（
22
）
　
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
o
・
冨
＄
の
課
で
あ
る
、
　
ホ
ー
ム
ズ
判
事
の
意
見
の
前
の
部
分
で
は
イ
ギ
リ
ス
や
植
民
地
の
こ
と
な
ど
と
關
連
し
て
用
い
て
い
る

　
の
だ
か
ら
國
家
と
課
し
て
も
良
い
と
思
う
、
し
か
し
後
の
部
分
で
は
明
ら
か
に
州
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
カ
ツ
コ
を
使
つ
て
言
葉
を
重
ね
た
。

（
23
）
　
】
W
6
節
ミ
．
目
”
江
S
ご
鱒
円
旨
戸
O
o
・
＜
■
甲
齢
ド
白
”
匹
畠
ご
齢
目
影
野
O
o
‘
o
や
a
叶
こ
㎝
器
i
o
o
“

（
2
4
）
　
一
ご
置
●
り
鐸
oo

（
2
5
）
　
閏
鈴
名
屏
ロ
く
●
函
鋤
目
日
u
団
o
o
o
o
d
。
ω
●
認
（
お
ω
oo
）

（
飾
）
　
閃
霞
b
、
・
冒
o
詳
㎎
曽
磯
Φ
O
o
・
〈
・
男
巳
①
身
団
旨
d
・
ψ
畠
刈
（
お
躍
）
こ
の
剣
例
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
性
質
の
も
の
と
し
て
　
蜜
鷲
壁
O
Z
暮
●
国
蓉
げ
帥
冒
騎
①

　
b
薗
昌
闘
＜
．
凶
斜
一
“
N
一
日
箆
①
目
目
協
騎
●
O
O
こ
凶
O
Q
ゆ
q
。
ω
・
Qゆ
㎝
刈
（
一
〇
Q
Q
偶
）
が
あ
る
。

（
餌
）
瓢
①
註
①
暮
質
ω
。
富
3
一
ふ
o
。
旨
㎝
8
（
8
》
♪
這
鐸
）

（
器
）
　
一
任
ρ
｝
㎝
9

（
2
9
）
旨
喜
轟
＝
『
詫
①
一
猛
弩
き
8
0
9
く
●
冒
o
冨
。
劃
圏
oo
d
●
m
●
ω
o
o
㎝

五

　
こ
の
よ
う
に
タ
イ
ソ
ソ
事
件
は
一
九
三
八
年
の
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
に
い
た
る
ま
で
は
、
そ
の
末
期
に
い
た
つ
て
は
そ
れ
を
批
到
す
る
意
見
が
現

れ
て
來
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
蓮
邦
裁
到
所
の
州
法
に
封
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
到
例
と
し
て
重
要
覗
さ
れ
て
來
て
い
た
の
で
あ
る
。

タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
を
信
ず
る
者
に
と
つ
て
は
、
そ
れ
が
合
衆
國
に
お
け
る
ば
ら
ば
ら
に
な
つ
た
管
轄
穫
を
統
一
す
る
役
割
を
果
す
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
ス
ト
ー
リ
イ
自
身
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
望
ん
で
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
特
に
タ
イ
ソ
ソ

事
件
に
お
い
て
扱
わ
れ
た
商
法
の
世
界
に
お
い
て
統
一
法
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て

　
　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
一
〇
二
一
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
一
〇
二
二
）

は
統
一
法
典
蓮
動
や
ア
メ
リ
カ
法
律
協
會
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ソ
ト
の
事
業
な
ど
は
明
ら
か
に
法
の
統
一
化
へ
の
試
み
と
い
う
黙
に
お
い
て
は
、
タ

イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
と
そ
の
性
質
を
一
に
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
と
に
か
く
批
到
が
あ
り
な
が
ら
も
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
を
く
つ
が
え
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
に
お
い
て
ブ
ラ
ソ
ダ

イ
ス
到
事
に
よ
っ
て
先
ず
、
「
本
事
件
の
釧
決
に
當
っ
て
間
題
と
な
る
の
は
、
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
て
來
た
、
ス
イ
フ
ト
劃
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

理
が
不
承
認
と
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
間
い
か
け
、
そ
れ
を
不
承
認
と
し
た
こ
と
が
生
じ
て
來
た
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ

ス
の
根
嫉
と
し
た
と
こ
ろ
は
次
の
三
黙
で
あ
る
。
第
一
に
、
タ
イ
ソ
ン
事
件
に
お
け
る
第
三
四
條
の
解
繹
は
歴
史
的
に
見
て
不
確
實
で
あ
る
。
第

二
に
非
政
策
的
で
あ
る
。
第
三
に
ホ
ー
ム
ズ
到
事
が
い
つ
て
い
る
よ
う
に
、
合
衆
國
憲
法
に
反
し
て
蓮
邦
裁
到
所
の
権
限
を
推
し
進
め
て
い
る
、

と
い
つ
た
黙
で
あ
る
。
ブ
ラ
ソ
ダ
イ
ス
の
意
見
に
立
ち
入
つ
て
こ
の
三
貼
を
考
え
て
み
た
い
。

　
先
ず
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
、
タ
イ
ソ
ン
事
件
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
イ
の
論
旨
の
概
要
を
述
べ
、

「
蓮
邦
裁
到
所
は
『
一
般
法
』
の
廣
汎
な
分
野
に
お
い
て
、
蓮
邦
議
會
が
明
ら
か
に
制
定
法
と
し
て
制
定
す
る
権
限
が
無
い
の
に
、
到
決
の
法
則

を
宣
言
す
る
椹
限
が
あ
る
と
推
論
し
て
い
る
。
…
…
け
れ
ど
も
（
第
三
四
條
の
）
原
典
を
吟
味
し
た
最
近
の
有
ヵ
な
學
者
の
研
究
に
よ
る
と
、
第

三
四
條
の
解
繹
に
っ
い
て
裁
到
所
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
解
繹
は
誤
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
條
文
は
輩
に
衣
の
よ
う

な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
若
干
の
蓮
邦
法
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
市
民
穫
の
差
異
か
ら
生
ず
る
管
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

権
の
問
題
が
存
す
る
場
合
以
外
は
、
蓮
邦
裁
到
所
は
成
文
法
と
並
ん
で
、
不
文
の
州
法
も
到
決
の
法
則
と
し
て
適
用
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
ヵ
ッ
コ

内
引
用
者
）

と
い
う
。
も
っ
と
も
第
三
四
條
の
解
繹
の
當
否
の
論
擦
は
明
ら
か
で
な
い
、
そ
れ
は
、
一
っ
に
は
先
例
を
く
っ
が
え
す
到
例
で
あ
る
か
ら
、
既
存

の
到
例
に
準
嫉
す
べ
き
も
の
か
な
い
の
は
當
然
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
な
ら
も
う
す
こ
し
立
ち
入
っ
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

學
読
上
は
タ
イ
ソ
ン
事
件
に
劃
し
て
批
到
的
な
も
の
が
あ
る
、
例
え
ば
グ
レ
イ
に
お
い
て
は
、
こ
の
場
合
の
「
法
」
を
問
題
に
し
て
、
英
米
法
理



に
お
け
る
基
本
問
題
の
一
つ
で
あ
る
、
剣
例
は
法
を
宣
明
す
る
も
の
か
、
法
を
創
る
も
の
か
と
い
つ
た
黙
か
ら
考
え
、
ス
ト
ー
リ
イ
は
明
ら
か
に

前
者
ー
ブ
ラ
ツ
ク
ス
ト
ー
ソ
的
な
立
場
i
を
と
り
、
到
例
を
法
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
の
詮
嫉
で
あ
る
と
い
う
宣
明
読
の
立
場
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

り
、
到
例
が
そ
の
ま
ま
で
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
が
一
般
法
の
宣
明
と
な
つ
た
と
も
い
え
る
の

で
あ
る
。
ブ
ラ
ソ
ダ
イ
ス
の
立
場
は
グ
レ
イ
と
全
く
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
の
パ
ウ
ソ
ド
や
カ
ー
ド
ー
ゾ
等
と
並
べ
ら
れ
る
立
場

（
7
）

か
ら
、
グ
レ
イ
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
來
な
い
。

　
第
二
黙
は
政
策
的
な
観
黙
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
こ
の
黙
か
ら
は
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
か
ら
は
必
ず
し
も
豫
期
さ
れ
た
よ
う
な
法
の
統
一

は
實
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
州
裁
到
所
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
州
法
は
分
離
す
る
傾
向
を
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
も

「
市
民
籍
を
異
に
す
る
た
め
に
差
別
が
生
ず
る
こ
と
を
豫
防
す
る
た
め
に
管
轄
権
に
關
す
る
間
題
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ソ

事
件
は
、
市
民
に
封
し
て
非
市
民
に
よ
る
大
ぎ
な
差
別
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
到
例
で
は
、
法
の
執
行
が
州
裁
到
所
或
は
連
邦
裁
到

所
の
ど
ち
ら
か
で
な
さ
れ
る
た
め
に
そ
の
結
果
が
異
っ
て
來
る
不
文
の
『
一
般
法
』
の
下
の
椹
利
を
享
受
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
権
利

を
決
定
す
る
裁
到
所
を
選
澤
す
る
特
椹
は
非
市
民
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
原
理
は
法
の
手
等
保
護
①
名
巴
胃
9
8
試
9
9
宣
宅
を
不
可
能

　
　
　
　
（
8
）

に
し
て
し
ま
う
。
」

と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
連
邦
裁
到
所
が
濁
立
し
た
到
決
を
な
し
う
る
「
一
般
法
」
の
分
野
が
廣
汎
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
結

果
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
叉
、
こ
の
差
別
は
、
市
民
籍
を
異
に
す
る
た
め
に
生
ず
る
管
轄
権
の
間
題
に
つ
い
て
、
蓮
邦
の
法
則
を
適
用

す
る
者
の
範
園
が
廣
汎
で
あ
る
こ
と
に
結
果
す
る
の
で
あ
り
、
連
邦
の
こ
の
よ
う
な
管
轄
椹
の
た
め
に
、
個
々
の
市
民
は
自
分
の
州
の
法
を
の
が

れ
て
蓮
邦
の
法
則
を
適
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

「
も
し
、
軍
に
制
定
法
の
解
繹
だ
け
が
包
含
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
我
々
は
ほ
と
ん
ど
一
世
紀
の
間
廣
汎
に
適
用
さ
れ
て
來
た
原
理
を
慶
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ま
う
べ
き
で
は
な
い
、
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
追
求
さ
れ
た
過
程
の
違
憲
性
は
明
白
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
…
…
。
」

　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
一
〇
三
二
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
け
る
州
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
（
一
〇
二
四
）

と
詮
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ソ
ダ
イ
ス
の
意
見
か
ら
ば
、
今
な
お
存
在
し
て
い
る
州
市
民
籍
の
差
異
と
、
李
等
保
護
の
原
則
を
ど
の
よ
う

に
調
和
さ
せ
る
か
と
い
つ
た
苦
心
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
黙
で
は
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
が
適
用
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
會
肚
事
件
で
、
蓮

邦
裁
剣
所
が
責
む
べ
き
當
事
者
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
に
封
す
る
反
論
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
第
三
黙
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ソ
ダ
イ
ス
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
フ
イ
ー
ル
ド
や
ホ
ー
ム
ズ
の
少
歎
意
見
を
か
な
り
長
文
に
わ
た
つ
て
引
用
し
、

さ
ら
に
、

「
蓮
邦
憲
法
及
び
蓮
邦
議
會
の
法
律
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
事
項
を
除
い
て
、
如
何
な
る
事
件
に
適
用
さ
る
る
法
も
州
法
で
あ
る
と
い
え
る

の
で
あ
る
。
州
の
法
が
制
定
法
と
い
う
形
式
で
立
法
部
に
よ
つ
て
宣
明
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
到
例
の
形
で
最
高
裁
到
所
に
よ
つ
て
表
明
さ
れ
て
い

よ
う
と
、
そ
れ
は
蓮
邦
に
は
關
係
の
な
い
事
で
あ
る
。
連
邦
の
一
般
的
な
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
と
い
つ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
が
商
法
だ
ろ
5

と
、
不
法
行
爲
法
だ
ろ
う
と
、
地
方
的
に
し
て
も
『
一
般
的
』
に
し
て
も
蓮
邦
議
會
は
州
に
お
い
て
行
い
う
る
實
髄
的
な
コ
モ
ソ
・
・
1
を
表
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毘
）

す
る
椹
限
は
な
い
の
で
あ
る
。
憲
法
の
ど
の
條
文
も
蓮
邦
裁
到
所
に
そ
の
よ
う
な
椹
限
を
與
え
て
い
な
い
。
」

「
…
…
こ
の
（
タ
イ
ソ
ソ
の
）
原
理
を
適
用
す
る
に
當
り
、
1
我
々
の
意
見
で
は
ー
本
裁
到
所
及
び
下
級
の
裁
到
所
は
憲
法
に
よ
つ
て
州
に
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

さ
れ
た
椹
利
を
侵
害
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
カ
ツ
コ
内
引
用
者
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
到
決
に
は
、
リ
ー
ド
到
事
即
①
a
き
の
補
足
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

「
そ
れ
が
蓮
邦
裁
到
所
に
よ
つ
て
『
行
わ
れ
た
過
程
』
の
違
憲
性
に
根
嫁
を
置
い
て
い
る
、
と
い
う
範
園
を
除
い
て
…
…
こ
の
事
件
の
結
論
に
一

　
（
U
）

致
す
る
。
」

と
い
つ
た
も
の
で
あ
り
、
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
根
撮
を
損
げ
す
ぎ
る
こ
と
に
封
す
る
反
封
が
あ
り
、
又
、
バ
ト
ラ
ー
到
事
園
暮
一
①
円
』
と
マ
ツ
ク

レ
イ
ノ
ル
ド
到
事
目
o
即
亀
昌
o
一
q
』
の
反
封
も
あ
る
が
、
こ
の
到
例
に
お
い
て
途
に
賛
成
と
反
封
は
攻
守
を
か
え
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。



（
1
）
　
＜
δ
ロ
画
Φ
一
ご
o
や
o
詫
‘
や
一
〇〇b
o

（
2
）
　
エ
リ
ー
鐵
道
會
杜
封
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
は
、
タ
ム
キ
ン
ズ
が
暗
い
夜
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
州
で
エ
リ
ー
鐵
道
の
線
路
の
そ
ぽ
の
良
く
使
わ
れ
て
い
る
小
道

　
を
歩
い
て
い
た
時
、
列
車
が
走
つ
て
來
て
、
そ
の
列
車
の
戸
が
開
い
て
い
た
た
め
に
ぶ
つ
か
つ
て
怪
我
を
し
て
、
そ
の
損
害
賠
償
を
訴
え
た
。
そ
の
事
件
は
ペ
ン

　
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
州
裁
剣
所
か
、
同
州
に
あ
る
蓮
邦
裁
剣
所
、
會
肚
の
本
証
が
あ
る
ニ
ユ
ー
・
ヨ
：
ク
の
州
裁
剣
所
か
、
同
州
の
蓮
邦
裁
判
所
と
い
つ
た
四
つ
の
も

　
の
の
中
の
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。
常
道
と
し
て
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
州
裁
到
所
に
提
起
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
州
で
は
タ
ム
キ
ン
ズ
に
不
利
に
な

　
る
こ
と
が
分
つ
て
い
た
の
で
、
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
ヘ
持
つ
て
行
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
州
裁
剣
所
で
は
、
州
際
私
法
上
の
規
定
に
よ
つ
て
ペ
ン

　
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
の
州
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
こ
の
裁
剣
所
は
避
け
た
。
し
か
ら
ば
、
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
の
連
邦
裁
判
所
に
提
起
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
が
ー
お
そ

　
ら
く
カ
ー
ド
ー
ゾ
の
禮
譲
の
原
則
で
も
予
想
し
た
の
か
、
そ
の
場
合
に
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
の
州
法
に
「
敬
意
」
を
表
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ー
も
つ
と
も

　
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
の
州
法
か
ら
遠
い
ニ
ユ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
の
連
邦
裁
剣
所
へ
訴
え
、
巡
廻
控
訴
裁
到
所
で
、
タ
ム
キ
ン
ズ
は
三
萬
ド
ル
の
損
害
賠
償
を
え
た
の

　
で
あ
る
。

（
3
）
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（
一
〇
〇
〇
〇〇
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
n
）

（
並
）

（
娼
）

（
皿
）

法
に
お
け
る
宣
明
説
と
創
造
説
と
い
つ
た
問
題
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
前
出
四
〇
頁
）

ブ
ラ
ソ
ダ
イ
ス
の
法
理
論
に
つ
い
て
は
、
鵜
飼
信
成
著
「
現
代
ア
メ
リ
カ
法
學
」
九
五
i
一
〇
一
頁
に
見
ら
れ
る
。

国
匡
Φ
犀
閃
●
9
．
＜
●
．
㌧
0
5
宴
日
9
0
や
o
一
f
誤
1
ま

目
げ
一
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‘
刈
刈
為
oo

前
出
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七
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前
出
三
七
－
三
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頁
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国
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Φ
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O
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●
噌
o
ヨ
要
幽
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や
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α
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“
oo

一
げ
置
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o
o
O
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ご
5
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曽
O
O

合
衆
國
蓮
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法

参
照
。四

五
　
　
（
一
〇
二
五
〉



合
衆
國
蓮
邦
裁
鋼
所
に
お
け
る
州
法

四
一
山
ハ
　
　
　
（
一
〇
二
山
ハ
）

山1、

　
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
到
決
は
、
學
読
や
到
例
に
そ
の
き
ざ
し
は
表
わ
れ
て
い
た
が
、
結
果
は
な
お
豫
期
に
反
し
た
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
め
ぐ
る
論
議
に
つ
い
て
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
考
え
ら
れ
る
若
干
の
間
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
そ
の
一
つ
は
、
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
中
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
法
」
の
言
葉
の
解
繹
が
、
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
時
代
に
お
い
て
さ
ほ
ど
嚴

密
に
用
い
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
が
、
分
析
法
學
、
或
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
法
學
の
螢
達
か
ら
、
そ
の
意
味
を
明
白
に
し
て
行

く
要
求
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
イ
到
事
の
時
代
の
、
實
定
法
と
そ
れ
以
外
の
法
－
自
然
法
と
で
も
い
え
よ
う
f
と
の
混
飢
か
ら
、

明
白
に
實
定
法
の
位
置
づ
け
を
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
第
三
四
條
に
お
け
る
「
法
」
を
現
代
の
要
求
に
從
つ
て
新
し
く
意

味
づ
け
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
は
實
髄
法
に
つ
い
て
は
州
法
の
支
配
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
州
民
と
非
州
民
と
の
間
に
不
李
等

を
生
じ
な
い
か
、
又
、
合
衆
國
が
、
一
つ
の
國
家
昌
斜
試
目
と
し
て
の
性
格
を
彊
く
し
て
い
る
際
に
、
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
は
州
法
を
強
調
し
、
そ

の
た
め
に
不
便
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
か
、
い
さ
さ
か
政
策
的
な
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
は
實
鰹
法
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
残
さ
れ
た
手
績
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
豫
想
さ
れ
る
弊

害
は
減
少
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
、
蓮
邦
民
事
訴
訟
規
則
な
ど
は
明
ら
か
に
こ
の
意
圖
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
権
利
そ

の
も
の
よ
り
も
救
濟
を
重
ん
ず
る
英
米
法
の
傳
統
的
な
理
念
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
一
つ
の
意
味
を
持
つ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、

け
れ
ど
も
、
現
實
に
多
く
の
法
域
に
分
れ
、
到
例
の
洪
水
と
い
わ
れ
て
い
る
合
衆
國
に
お
い
て
、
叉
、
古
代
の
よ
う
に
、
實
艦
的
な
権
利
義
務
な

し
に
孚
が
解
決
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
い
ざ
し
ら
ず
、
法
に
よ
る
裁
到
を
行
う
場
合
に
た
と
え
英
米
法
に
お
い
て
も
實
髄
法
を
無
覗
す
る
こ
と
は
出

來
な
い
は
ず
で
あ
る
。
合
衆
國
に
お
い
て
、
司
法
部
が
法
を
創
る
と
い
わ
れ
る
に
し
て
も
、
叉
、
事
實
裁
到
官
が
法
を
創
つ
て
い
る
と
も
い
え
る



け
れ
ど
も
、
裁
到
が
法
に
よ
つ
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
。
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
が
實
髄
法
に
つ
い
て
は
四
八
州
の
濁
自
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
つ

た
と
す
る
と
、
そ
の
時
に
、
現
在
の
合
衆
國
の
要
求
で
あ
る
法
の
統
一
と
は
ど
の
よ
う
に
關
蓮
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
黙
に
お
い
て
は

タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
は
從
來
の
到
例
の
持
っ
て
い
た
長
所
を
失
つ
た
と
い
え
る
。
け
れ
ど
も
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
の
時
代
に
あ
つ
て
も
、
州
は
そ

の
個
有
の
法
を
か
な
り
廣
汎
に
わ
た
っ
て
樹
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
そ
の
も
の
の
影
響
は
後
に
ま
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
も
、
合
衆
國
の
法
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
統
一
法
蓮
動
、
事
實
上
の
法
典
化
で
あ
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ソ
ト
が
行
き
わ
た
り
、
裁
到

所
を
ま
た
な
く
て
も
そ
の
他
の
手
段
を
通
し
て
こ
の
意
圖
は
實
現
さ
れ
て
行
つ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
の
最
も
大
き
な

意
義
と
し
て
は
、
蓮
邦
裁
到
所
に
お
い
て
も
、
州
裁
到
所
に
お
い
て
も
、
差
別
の
な
い
法
を
適
用
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
州
間
に
お
い
て
生
ず
る

差
別
の
間
題
よ
り
も
、
一
州
の
中
で
結
局
は
二
つ
の
原
則
を
適
用
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
矛
盾
と
差
別
を
無
く
そ
う
と
試
み
ら
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
い
う
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
結
び
を
書
く
に
當
つ
て
は
、
前
出
の
客
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参
照
と
し
た
。
な
お
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
に
關
す
る
著
書
・
論
評
も
か
な
り
多
い
が
、
本
稿
で
は
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
ま
で
を
取
扱
つ
た
。

（
本
稿
は
慶
懸
義
塾
學
事
振
興
資
金
に
も
と
ず
く
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
）

合
衆
國
蓮
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法

四
七
　
　
（
一
〇
二
七
）


